
日 本 歯 科 大 学 新 聞2022年（令和４年）３月３０日（１） 第６７４号

本学のシンボルマーク

入学試験2022年
令和４年

年　６　回

訃
　
　
報

午前８時40分開始、英語の問題に取りくむ受験生

左より、藤井学長、小出教授、中原理事長

玄関でモニターの検温をうける

中
谷
助
教 

優
秀
賞 

受
賞

　（
日
本
歯
科
薬
物
療
法
学
会
）

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2022
－受験生はもちろん，どなたでも参加できます－

◇生命歯学部（東京）オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

5/28 (土・通常)，6 /12(日・校友対象)，7 /28(木・通常)，8/3(水・多摩クリニック)，

8/13（土・通常），10/29(土・通常)，10/30(日・通常)

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

6/12(日），7/9(土)，8/19(金)，9/18(日)，10/8(土)，11/5(土），12/4(日）

◇東京短期大学オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

5 /22(日)，6/19(日)，7/16(土)，7/29(金)，8/1(月)，8/26(金)，

12/26(月)，

◇新潟短期大学オープンキャンパス
　（新型コロナウイルス感染症の感染状況により，変更が生じる場合があります。本学HPでご確認ください）

5 /21(土)，6/12(日)，7/10(日)，8/10(水)，8/27（土），9/11(日），

10/15（土），11/6（日）

　
本
学
は
、
東
京
富
士
見
の
築
30
年
に
な
る

本
館
棟
の
設
備
改
修
を
、
２
０
２
０
年
４
月

よ
り
２
年
半
計
画
で
す
す
め
て
い
る
。
本
年

の
３
月
に
は
、
本
館
の
８
階
か
ら
３
階
ま
で

の
フ
ロ
ア
ー
改
修
が
終
了
し
た
。

　
２
階
か
ら
B
１
階
お
よ
び
低
層
棟
の
改
修

が
つ
づ
く
。
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
の
工
事

な
の
で
、
完
了
す
る
の
は
本
年
９
月
に
な

る
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
補

綴
学
第
一
講
座
の
小
出
馨
教

授
の
最
終
講
義
は
、
昨
年
12

月
23
日
午
後
６
時
15
分
よ
り

１
時
間
、
新
潟
講
堂
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。

　
演
題
「
日
本
歯
科
大
学
に

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
」
の

講
義
を
、
多
数
の
教
職
員
、

院
生
、
学
生
が
聴
講
し
た
。

　
講
義
終
了
後
、
藤
井
維
一

学
長
よ
り
記
念
楯
、
中
原
泉

理
事
長
等
よ
り
花
束
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　
小
出
教
授
は
、
昭
和
56
年

（
１
９
８
１
）
本
学
卒
業

（
第
68
回
卒
）、
大
学
院
を

修
了
し
て
、
60
年
新
潟
生
命

　
令
和
４
年
（
２
０
２
２
）

の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験

（
前
期
）
は
、
１
月
中
旬
の

大
学
共
通
テ
ス
ト
と
２
月
初

旬
の
本
学
試
験
を
東
京
富
士

見
に
お
い
て
施
行
し
た
。

　
今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
、
万
全
の
感
染
対

策
を
行
な
っ
た
。

　
今
年
の
入
学
試
験
は
、
例

年
通
り
大
学
共
通
テ
ス
ト
利

用
入
学
試
験
と
、
本
学
で
実

施
す
る
一
般
選
抜
試
験
の
二

本
立
て
で
実
施
し
た
。
そ
れ

は
、
同
一
試
験
日
に
東
京
と

新
潟
の
両
学
部
の
受
験
と
併

願
が
、
可
能
な
全
学
部
入
試

で
あ
る
。

　
例
年
通
り
２
月
１
日
、
生

命
歯
学
部
に
お
い
て
学
力
試

験
と
面
接
試
験
を
実
施
し
、

４
日
に
合
格
者
を
掲
示
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し

た
。

　
大
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
の

入
試
は
８
日
、
本
学
指
定
の

科
目
の
受
験
者
の
面
接
試
験

を
実
施
し
、
11
日
に
合
格
者

を
発
表
し
た
。

　
追
っ
て
、
一
般
選
抜
（
後

期
）
試
験
と
大
学
共
通
テ
ス

ト
利
用
（
後
期
）
試
験
は
、

３
月
７
日
に
生
命
歯
学
部
で

実
施
し
、
９
日
に
合
格
者
を

発
表
し
た
。

　
　*

　*

　*

　
東
京
短
期
大
学
の
一
般
選

抜
A
入
学
試
験
は
、
２
月
６

日
に
実
施
し
、
８
日
に
歯
科

技
工
学
科
と
歯
科
衛
生
学
科

の
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
一
般
選

抜
入
学
試
験
は
、
２
月
13
日

に
実
施
し
、
15
日
に
歯
科
衛

生
学
科
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
入
試
に

お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
受
験
会
場
玄
関

に
て
体
温
測
定
し
、
手
指
の

消
毒
を
励
行
さ
せ
、
試
験
会

場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
指

示
し
た
。
受
験
者
席
の
間
隔

と
室
内
換
気
を
徹
底
し
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
名
誉
教
授

の
薩
摩
林
貞
美
先
生
は
、
１

月
25
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
享

年
87
。

　
薩
摩
林
先
生
は
、
昭
和
37

年
に
東
京
理
科
大
学
を
卒
業

49
年
４
月
に
本
学
歯
学
部
の

化
学
の
助
教
授
、
52
年
に
教

授
と
な
っ
た
。
学
生
部
長
、

学
校
法
人
理
事
等
を
つ
と
め

た
。

歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
一
講

座
助
手
、
講
師
、
助
教
授
を

経
て
、
平
成
10
年
教
授
と
な

る
。
在
職
38
年
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
新
潟
病

院
の
口
腔
外
科
の
中
谷
佑
哉

助
教
は
、
昨
年
９
月
26
日
、

第
41
回
日
本
歯
科
薬
物
療
法

学
会
学
術
大
会
に
お
い
て
、

一
般
演
題
の
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。

　
受
賞
の
演
題
は
、「
口
腔

乾
燥
を
伴
っ
た
口
腔
カ
ン
ジ

ダ
症
に
対
し
ミ
コ
ナ
ゾ
ー
ル

付
着
錠
が
著
効
し
た
一
例
」

で
あ
る
。

  

こ
の
た
び
新

聞
会
で
は
、

「
日
本
歯
科
大
学
新
聞
」

の
令
和
３
年
（
二
〇
二
一
）

版
を
編
集
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
本
紙
の
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
と
し
て
、
昭
和

38
年
よ
り
刊
行
し
て
お
り

今
号
で
59
冊
目
に
な
り
ま

す
。
本
紙
を
週
刊
誌
大
に

縮
小
し
、
第
六
六
七
号
か

ら
六
七
二
号
ま
で
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
日
本
歯
科

大
学
の
活
動
を
報
道
し
た

全
紙
面
が
、
そ
の
ま
ま
縮

小
さ
れ
て
、
本
学
の
動
向

と
発
展
の
歴
史
を
記
録
し

て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
送

料
込
み
一
部
千
円
で
す

の

で
、

〒

九

五

一

―

八
五
八
〇
の
日
本
歯
科
大

学
新
聞
会
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

日
本
歯
科
大
学
新
聞
会

会
告本
紙
縮
刷
版
59
冊
目

薩
摩
林 

名
誉
教
授

東
京
本
館
改
修
工
事
す
す
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍 

万
全
の
感
染
対
策

最
終
記
念
講
義

小
出
教
授
（
新
潟
補
１
）



日 本 歯 科 大 学 新 聞

山中　　中原　　競演京大
教授

本学
教授

（ 2）第６７４号2022年（令和４年）３月３０日

 

再
生
医
療
が
未
来
拓
く

　
東
京 

歯
の
細
胞
と
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
可
能
性

　
東
京
都
港
区
麻
布
赤
坂
歯

科
医
師
会
創
立
一
〇
〇
周
年

お
よ
び
京
都
大
学
i
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
所
（
C
i
R
A
）
設

立
一
〇
周
年
の
創
立
記
念
市

民
公
開
講
座
「
再
生
医
学
が

未
来
を
拓
く
～
歯
の
細
胞
と

i
P
S
細
胞
の
可
能
性
～
」

が
、
両
会
の
主
催
に
よ
り
三

月
十
七
日
、
港
区
の
国
際
医

療
福
祉
大
学
赤
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
の
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
隔
席
に
し
た
講
堂
に

は
、
約
三
〇
〇
名
の
参
加
者

が
着
席
し
た
。

　
十
七
時
、
麻
布
赤
坂
歯
科

医
師
会
の
大
坪
邦
彦
副
会
長

（
本
学
76
回
卒
）
の
司
会
に

よ
り
開
会
し
た
。

　
ま
ず
司
会
よ
り
、
末
松
信

介
文
部
大
臣
の
「
わ
が
国
再

生
医
療
の
取
り
組
み
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
」
と

の
祝
辞
が
披
露
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
綱
島
俊
幸
会

長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
２
年
延
期
し
た
が
、
昨
夜

の
大
地
震
を
う
け
な
が
ら
、

晴
れ
て
本
日
開
催
の
運
び
と

な
っ
た
」
と
、
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
た
。

　
つ
い
で
、
第
一
部
の
講
演

⑴
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し

て
、
日
本
歯
科
大
学
の
中
原

貴
教
授
が
、「
歯
の
細
胞
と

再
生
医
療
」
を
口
演
し
た
。

　
中
原
教
授
は
「
歯
は
人
体

の
中
で
ユ
ニ
ー
ク
な
面
白
い

組
織
で
あ
り
、
歯
性
幹
細
胞

は
、
生
命
歯
学
と
し
て
全
身

疾
患
の
治
療
に
役
立
て
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
」
と
し
、

本
学
独
自
の
歯
の
細
胞
バ
ン

ク
か
ら
、
私
立
大
学
第
一
号

と
な
る
再
生
医
療
の
計
画
の

審
査
を
す
る
「
特
定
認
定
再

生
医
療
等
委
員
会
」
等
に
つ

い
て
、
細
胞
培
養
加
工
施
設

で
の
培
養
業
務
、
抜
去
乳
歯

や
親
知
ら
ず
の
細
胞
の
採
取

法
等
の
写
図
を
ま
じ
え
な
が

ら
、
30
分
間
分
か
り
易
く
解

説
し
た
。

　
次
に
、
講
演
⑵
の
京
都
大

学
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の
濱

崎
洋
子
教
授
が
、「
免
疫
の
老

化
と
再
生
医
学
」に
関
し
、感

染
性
微
生
物
に
対
す
る
感
染

防
御
と
排
除
す
る
免
疫
シ
ス

テ
ム
を
解
説
し
、「
こ
の
う
ち

Ｔ
細
胞
は
、抗
生
産
生
や
食
細

胞
の
活
性
を
制
御
し
、ウ
イ
ル

ス
感
染
細
胞
や
が
ん
細
胞
を

殺
傷
す
る
」と
、と
く
に
胸
腺

退
縮
機
構
一
端
か
ら
T
細
胞

の
加
齢
変
化
の
実
態
と
意
義

に
つ
い
て
30
分
間
解
説
し
た
。

　
次
い
で
、
講
演
⑶
の
京
都

大
学
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所

長
の
山
中
伸
弥
教
授
が
、

「
i
P
S
細
胞
　
進
捗
と
今

後
の
展
望
」
に
関
し
、
体
の

細
胞
を
リ
セ
ッ
ト
さ
せ
、
万

能
細
胞
を
つ
く
る
i
P
S
細

胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）

に
つ
い
て
、「
i
P
S
細
胞

は
、
病
気
な
ど
の
組
織
や
臓

器
を
回
復
さ
せ
る
再
生
医
療

へ
の
利
用
、
ま
た
病
気
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
探
り
新
し
い
薬

を
作
る
「
創
薬
研
究
」
を
広

く
す
す
め
て
い
る
」
と
、
こ

れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
革
新
的

な
道
の
り
、
i
P
S
細
胞
研

究
所
の
現
状
と
今
後
の
展
望

を
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な

が
ら
30
分
間
解
説
し
た
。

　
休
憩
の
あ
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
移
る
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
神
奈
川
歯
科
大
学
の
河
奈

裕
正
教
授
が
３
教
授
に
質
疑

す
る
。
中
原
教
授
は
、
多
分

化
能
を
も
つ
歯
性
幹
細
胞
の

有
用
性
を
重
ね
て
説
い
た
。

　
山
中
教
授
は
、「
未
開
拓

の
領
域
の
も
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
大
き
く
、
i
Ｐ
Ｓ
研
究

に
お
け
る
発
展
の
可
能
性
は

高
い
」と
し
、歯
科
と
の
共
同

研
究
に
大
い
に
期
待
し
た
。

　
さ
ら
に
、若
い
研
究
者
た
ち

に
「
挑
戦
し
て
失
敗
し
て
も
、

失
敗
の
中
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
山
中
教
授
が

謝
辞
を
述
べ
て
、
19
時
半
に

閉
会
し
た
。

春分 医科病院（右端）を統合の新潟病院を海側から望む 立夏




